
2025年度前期

2025.４.3(木) 14:45-16:15
於A310教室

ガイダンス（履修・授業）

GC(1)-1
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GC(1)-1 ガイダンス（履修・授業）[本紙]

GC(1)-2 クラス分け（指導教員、人間力セミ
ナー、協働研究セミナー）

GC(1)-3 履修届（入力控）

GC(1)-4 ｢相互履修｣の手引き

GC(1)-5 語学研修・留学

GC(1)-6 学生便覧 2025(令和7)年度 入学者用 [Web掲示
板 & 冊子]

配布資料
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2025年度前期 新入生ガイダンス(履修・授業)
2025.４.3(木)14:45-16:15、於A310教室



履修届（入力控）

4/4(金)4時限(15:00~16:30)の指導教
員別ガイダンスで、｢履修届(入力控)」に
自分の時間割を記入します。

[教室]（B棟4階）
B401(有富先生)  B402(崔先生) 
B403(戸田先生)  B404(坂本先生) 
B405(谷口先生)  B406(谷先生)
B407(若松先生)  B413(三村先生) 
B414(江口先生)  B415(柳先生)
B416(市川先生)

自分の時間割を作成する
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⇒ GC(1)-3



 常葉大学ポータルサイトでの履修登録(pp.24~38)

相互履修、国外留学(⾧期、語学研修)、日本語教
員養成課程(pp.80~82)

グローバルコミュニケーション学科(pp.98~107)

[参考]
• 常葉大学のwebサイトで「学生便覧」を参照できます。

ホーム >  大学・短大案内 >  情報公開 >  学則・学生便覧
https://www.tokoha-u.ac.jp/university/disclosure/regulations/
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１ 卒業に必要な単位

教養教育科目 20単位

学部共通科目 24単位

学科専攻科目 50単位

自由選択 30単位（余剰単位を充てる）

秀
優
良
可

不可

合格→単位取得

不合格→必修科目は再履修＊1科目は1単位か2単位

124単位
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【教養教育】
20

【学科専攻】
50

【学部共通】
24

【自由選択】
30

カリキュラム
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２ 時間割の組み方

7
単位

2
単位

12
単位

１年生は必修科目だけで21単位取得する。目標は40単位。

協働Basic B

協働Basic A

✔✔

✔✔ポルトガル語
会話入門①

中国語会話入門
①②・ポルトガ
ル語会話入門②

〈教養教育科目〉必修科目

〈学科専攻科目〉必修科目

〈学科専攻科目〉選択必修(4科目中2科目) 現時点では空けておく

●必修科目

科目名 学期・曜日・時限 クラス分け
ポルトガル語会話入門 後期 ①月4限、②火２限 2クラス

中国語会話入門 後期 ①②火2限 ２クラス

韓国語会話入門 後期 ①②水2限、③木1限 3クラス

スペイン語会話入門 後期 ①木1限、②水2限、③金4限 ３クラス

科目名 学期・曜日・時限 クラス分け

協働研究セミナーBasic A, B 前・後期 火3限
4クラス
（履修登録:谷先生）

ブラジル・ポルトガル概論 前期 月4限 1クラス

中国概論 前期 火2限 1クラス

韓国概論 前期 水2限 1クラス

スペイン・ラテンアメリカ概論 前期 金4限 1クラス

科目名 学期・曜日・時限 クラス分け

人間力セミナー 前期 木3限 指導教員

キャリア開発論I (2単位) 後期 金5限 1クラスのみ

英語コミュニケーション I, II 前・後期 月2限
2クラス（自動登録）
①谷口先生 ②幸田先生

情報リテラシーI, II 前・後期 金3限
3クラス（自動登録）
①松下先生 ②坂本先生 ③小山先生

中国概論 韓国概論

スペイン・ラテン
アメリカ概論

ブラジル・ポル
トガル概論

✔

情報リテⅠ
(自動登録)

英語コミⅠ
(自動登録)
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韓国語会話入門
③・スペイン語
会話入門①

韓国語会話入門
①②・スペイン
語会話入門②

スペイン語会話
入門③



科目名 学期・曜日・時限 クラス分け

英語会話Basic A, B
・GC学科の中で唯一の英語科目
・1～3年まで積み上がっていく

前期・後期
木4限

3クラス（履修希望者は自身が登録）
①01～28(レイング先生)
②29～56(クラトミ先生)
③57～86(シルブ先生)

社会と産業
・GC学科にあるキャリア開発科目群

キャリア開発科目群を専攻科目に設置す
る学科は、常葉大学の中でも珍しい。

・｢現代の産業｣(2年)→｢ビジネス実務｣(3
年)と積み上がっていく。

後期
木2限

1クラス

日本語教育入門A, B (学部共通)
・｢日本語教員養成課程」の修了証の取得を

希望する者は、1年次に必ず履修しなけれ
ばならない。

前期(6月開講)
月3限&木1限

後期月3限

1クラス

●必修ではないものの、履修を推奨する科目 [選択科目]

●ビジネス科目群（教養教育→学部共通）[選択科目]
科目名 学期・曜日・時限

「経済学(1年、教養教育科目)
 2年次以降は以下の科目を履修できる。(積み上げ)
「国際経済学」(2年、学部共通)
「貿易実務」(3年、学部共通)
「観光ビジネス」(3年、学部共通)
「航空ビジネス」(3年、学部共通)
「国際化時代のマーケティング」(3年、学部共通)
「国際化時代のマネジメント」(3年、学部共通)

前・後期 ①月5、②金2
協働Basic B

協働Basic A

✔✔

✔✔ポルトガル語
会話入門①

中国語会話入門
①②・ポルトガ
ル語会話入門②

中国概論 韓国概論

スペイン・ラテン
アメリカ概論

ブラジル・ポル
トガル概論

✔

情報リテⅠ
(自動登録)

英語コミⅠ
(自動登録)

日本語教育
入門A

英会話BasicA

２ 時間割の組み方
1年生は必修科目だけで21単位取得する。目標は40単位。

日本語教育
入門A
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韓国語会話入門
③・スペイン語
会話入門①

韓国語会話入門
①②・スペイン
語会話入門②

スペイン語会話
入門③



２ 時間割の組み方（注意点）

①必修科目は必ず履修登録を行う!
②クラス分けのある科目に注意する!
③後期の｢〇〇語会話入門｣の曜限は全て空けておく。

7月に言語選択を行う。クラス分けを確認してから履修登録する。
④前期・後期を合わせて40単位の取得を目指そう!

前期と後期にそれぞれ「10科目+α」を履修登録すればよい。
⑤必修科目と推奨科目を記入すれば、約30単位になる。

空いている曜限に、教養教育科目や学部共通科目を記入する。
⑥CAP制(1年間の履修の上限):48単位(各学期30単位)

履修しすぎると、課題や定期試験の時に苦労する!

＊1科目は1単位か2単位
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① 教養教育科目の内の抽選科目
• 抽選科目で抽選に当選した場合、履修取り下げはできない。
• 抽選に漏れた学生は、「変更期間」中に履修する科目を追加できる。
• 抽選科目の教科書は、履修が決定してから買うこと。

②「TOEIC Basic A, B」＆「TOEIC Advanced A, B」(学部
共通科目、選択科目、いずれも前・後期ともに水1限)
４月7日(月)に実施した英語プレイスメントテストの成績に基づき、クラ

スを分ける。4月9日(水)の13時頃にポータルサイトで配信する予定である。
指定されたクラスを履修登録する。

3 履修登録上、注意すべき選択科目
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③「TOEFL A・B」（学部共通科目・選択）
基本的には英語圏への⾧期留学に行く意思があることが、履修条件で

ある。それ以外に特別に履修を希望する学生は、授業担当教員（英米語
学科:那須野先生）に相談すること。

④「◯◯検定」（学部共通・選択）
学生が外部団体の実施する検定試験、例えばスペイン語、ポルトガル語、

中国語、韓国語、英語、日本語教育、情報などを受検した場合、取得した
級やスコアに基づき、常葉大学が単位を認定する。シラバスを参照。
学生による単位申請は、1月を予定。教務課からポータルで配信。

3 履修登録上、注意すべき選択科目
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⑤「海外〇〇語学研修」（参加後に学生が単位を申請する）
語学研修week（4/22～25の昼休み、A306）

4/22（火）台湾（若松先生）
4/23（水）ポルトガル（江口先生）
4/24（木）韓国（柳先生）
4/25（金）スペイン（増井先生）

＊GC学科の学生には、2025年度｢とこは未来教育推進助成事業｣により参加費の支援がある。

「海外英語研修」（参加後に学生が単位を申請する）
10月頃に説明会を開催予定

「海外〇〇語学研修事前・事後指導」（参加後に学生が単位を申請する）

⇒2025年4月や9月に履修登録を行わない。

3 履修登録上、注意すべき選択科目

GC(1)-5
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臨地実習B
静岡県焼津市

臨地実習A

3 履修登録上、注意すべき選択科目

まつり in Hawaii

＊｢とこは未来教育推進助成事業｣により参加費の支援がある

①韓国ソウル市

⑥「臨地実習A・B・C」（担当教員が履修登録を行う）

②中国福建省漳州市

焼津市市民協働課の進める
多文化共生推進活動へ参与
する(予定)。
説明会:5月~6月ごろ

（担当:増井実子先生） （担当:柳采延先生） （担当:崔慶原先生） （担当:戸田裕司先生）

中止

新しい予定は4月以降に決
定する。説明会の日時は決
定後、ポータルで告知する。

韓国ソウルでフィールド
ワークを行う。国民大学日
本学科の学生と交流する。
説明会:9月

中国福建省漳州市閩南師範
大学日本語学科と交流する。
説明会:9月

臨地実習C
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⑦「相互履修」
• 英米語学科で開講される｢相互履修科目｣を履修できる。
• 取得した単位は、卒業要件として、12単位までを学科専攻科目または自由

選択の単位に充てることができる。
• 時間割において「GC学科の必修科目」と希望する｢相互履修科目｣とが重

なっている場合は、「GC学科の必修科目」の履修を優先する。
• 「履修申請書」は、web掲示板からダウンロードできる。

3 履修登録上、注意すべき選択科目
GC(1)-4
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4 履修登録・変更・確認期間

①履修登録: 4/3(木)～4/6(日)、4/8(火)～4/10(木)

②履修変更・確認・取り下げ: 4/14(月)～4/20(日)

<参考> 後期でも履修登録を行える。
・後期履修登録変更期間(確認期間を含む):9/4(木)～9/9(火)
・履修登録取下げ期間:9/16(火)～9/23(火・祝)
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https://portal.sz.tokoha-u.ac.jp/sz/top.do

①

②

←パソコンでアクセス

令和6年度

24～38頁を参照

ID:学籍番号（8桁の数字）
PW:通知書のポータル用パスワード

5 大学ポータルサイトで履修登録 大学ポータルサイト→ログイン→履修登録

16



Web掲示板

①

②

https://portal.sz.tokoha-u.ac.jp/sz/top.do ←パソコンでアクセス

教務課からの資料や学科の履修関係ファイル

大学ポータルサイト→ログイン→Web掲示板
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WEB掲示板のアドレス
https://ssl.sz.tokoha-
u.ac.jp/handbook/%E5%A4%A7%E5%AD%
A6:%E5%A4%96%E5%9B%BD%E8%AA%9E
%E5%AD%A6%E9%83%A8:gc



６ Office365（大学）の利用

大学のメールアドレスでサインイン

https://portal.sz.tokoha-u.ac.jp/sz/top.do ←パソコンでアクセス

ログインしないで
下のOffice365を
クリックする
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Web上で使用

アプリをダウンロード

パソコン用
６ Office365（大学）の利用
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Webでの起動を確認 アプリをダウンロード

Outlook起動確認
６ Office365（大学）の利用
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Outlookでメールをチェック! Teamsへ移動し、｢第0回｣で概要と事前課題を確認

7 協働研究セミナーBasic
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第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

履修者

第8回 第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第0回 第0回事前課題
（1～7回）

事前課題
（1～7回）

事前課題
（9～15回）

事前課題
（9～15回）

多文化共生（坂本勝信先生）・コミュニケーション（谷誠司先生）

第8回（9～15回）

第0回（1～7回）

第8回（9～15回）

第0回（1～7回）

担当教員の指示に従ってレビューを作成し、4/13(日)まで提出

「（インタビュー）わかりあえなさとともに 情報学研究者、
ドミニク・チェンさん」『朝日新聞』2021.5.14Teamsに提示する
Teamsに提示する

「日本語苦手で入試で挫折」『日本経済新聞』2021.8.27

谷誠司
（A501）坂本勝信

（B409）

谷誠司
（A501）

坂本勝信
（B409）

事前課題 事前課題

担当教員が開設するTeamsで、
授業概要と事前課題を確認せよ。
(TeamsはOutlookで通知済み)

7 協働研究セミナーBasic

25122001
25122004
25122009
25122011
25122013
25122020
25122023
25122027
25122032
25122035
25122040
25122042
25122048
25122051
25122053
25122059
25122061
25122065
25122071
25122079
25122081

25122003
25122007
25122008
25122012
25122016
25122018
25122022
25122025
25122031
25122036
25122038
25122039
25122045
25122047
25122055
25122057
25122060
25122064
25122068
25122075
25122083
25122085

履修者

担当教員の指示に従ってレビューを作成し、4/13(日)まで提出
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第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

履修者

第8回 第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第0回 第0回事前課題
（1～7回）

事前課題
（1～7回）

事前課題
（9～15回）

事前課題
（9～15回）

ジェンダー（柳采延先生）・キャリア（谷口茂謙先生）

記事①「男女格差指標…」『朝日新聞』2021.3.6
記事②「＃ＭｅＴｏｏ５年…」『朝日新聞』2022.11.26
記事③「ジェンダー、教科書で…」『朝日新聞』2022.4.4

谷口茂謙
（A423）

柳采延
（B513）

谷口茂謙
（A423）

柳采延
（B513）

第8回（9～15回）

第0回（1～7回）

第8回（9～15回）

第0回（1～7回）

Teamsに提示する Teamsに提示する

記事①「キャリア考える節目に…」『朝日新聞』2021.12.20
記事②「新卒23歳の夢…」『朝日新聞』2022.2.4
記事③「自分の市場価値を高める…」『週刊アエラ』2014.12.8

事前課題 事前課題

7 協働研究セミナーBasic
25122002
25122006
25122015
25122017
25122019
25122024
25122029
25122033
25122037
25122044
25122046
25122054
25122056
25122063
25122067
25122069
25122073
25122077
25122080
25122082
25122084

25122005
25122010
25122014
25122021
25122026
25122028
25122030
25122034
25122041
25122043
25122049
25122050
25122052
25122058
25122062
25122066
25122070
25122072
25122074
25122076
25122078
25122086

履修者

担当教員が開設するTeamsで
授業概要と事前課題を確認せよ。
(TeamsはOutlookで通知済み)

担当教員の指示に従ってレビューを作成し、4/13(日)まで提出 担当教員の指示に従ってレビューを作成し、4/13(日)まで提出
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学科行事
• 6/5(木)3限、海外語学研修報告会:第8回「人間力セミナー｣
• 7/24(木)3限、学生海外活動報告会:第15回「人間力セミナー｣
• 11/1(土)・2(日)、心薙祭（大学祭）学科展示
• 12/13(土)午後、多言語レシテーション大会
• 1月（実施日未定）、4年生特別研究報告会

8 その他
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9 学科教員の連絡先

名前 研究室 email

有富智世 A645 aritomi@sz.tokoha-u.ac.jp

市川真矢 A313 ichikawa@sz.tokoha-u.ac.jp

江口佳子 A506 eguchi.yoshiko@sz.tokoha-u.ac.jp

坂本勝信 A511 msaka@sz.tokoha-u.ac.jp

谷口茂謙 A510 taniguchi@sz.tokoha-u.ac.jp

谷誠司 A509 taniseiji@sz.tokoha-u.ac.jp

崔慶原 (GC学科⾧) A516 kyungwonchoi@sz.tokoha-u.ac.jp

戸田裕司 A513 toda-yuji@sz.tokoha-u.ac.jp

三村友美 A507 yumipen@sz.tokoha-u.ac.jp

柳采延 A505 rycy@sz.tokoha-u.ac.jp

若松大祐 A508 dwakamatsu@sz.tokoha-u.ac.jp

｢人間力セミナー｣（前期木3限）の担当教員が、「指導教員」となる。
履修登録を含め、わからないことや困ったことがあれば、指導教員などに相談しよう。

名前 研究室 email

増井実子
(外国語学部⾧) A512 jitsuko@sz.tokoha-u.ac.jp

＊｢人間力セミナー｣を担当しない教員
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